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令和４年９月１日公表 

 

令和４年度 第１回八王子支社入札監視委員会定例会議議事録 

 

開催日及び場所 令和 ４年 ７月１５日（金） 

中日本高速道路株式会社八王子支社 ２０３・２０４会議室 

 

出席委員 

（敬称略。委員について

は、５０音順。） 

委員長：杉山 俊幸（山梨大学 名誉教授） 

委 員：角田 淳 （弁護士） 

    並木 則和（工学院大学 先進工学部 教授） 

    藤井 浩司（早稲田大学 政治経済学術院 教授） 

    村越 潤 （東京都立大学大学院 都市環境科学研究科 教授） 

審議対象期間 令和 ３年１０月 １日～令和 ４年 ３月３１日 

抽出案件 総件数    ５件 （備考） 

工事（一般競争入札） ２件 

工事（特命契約） １件 

調査等（公募型競争入札） １件 

物品・役務（一般競争入札） １件 

 

 

委員からの意見・質問、そ

れに対する回答等 

意見・質問 回 答 

 

（別紙のとおり） 

 

 

（別紙のとおり） 

委員会による意見の具申

又は勧告の内容 

今回審議に付されたものについて、適正であることを確認した。 
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別紙 委員からの意見・質問、それに対する回答等 

１．入札・契約手続きの運用状況等の報告及び審議 本社契約審査部からの報告及び審議 

意見・質問 回 答 

 変更契約の件数について、八王子支社が比較的

少ないのは、そもそも契約が少ないからか。 

 

全体の契約のうち、どの程度の割合で変更契約

を行っているか数字があると分かりやすい。 

 

変更契約の項目として工期と金額を挙げている

理由は何か。他に変更契約の項目として顕著なも

のはあるか。 

 

契約解除事案について、設計図書が不備であっ

た原因に関し、設計業務において現地確認は行わ

なかったのか。行ったが反映されなかったのか。 

 

 八王子支社は、東京・名古屋の支社と比べると

事業量から発注件数は少ない。 

 

今後、データを追加する。状況としては、変更

契約を行っていない案件が少ない。 

 

条件（設計図書）を変更した場合において、工

期若しくは請負代金額を変更することを予め契

約書で定めている。 

 

現地調査は実施していたが、反映されていなか

った。なぜ反映されていなかったのかは現在調査

中である。 

 

２．入札・契約手続きの運用状況等の報告 

意見・質問 回 答 

報告内容について意見等なし  

 

 

３．抽出案件の審議 

（１）工事（一般競争入札 総合評価落札方式（簡易型）） 

工事名：中央自動車道 底沢大橋他１橋耐震補強工事（２０２０年度） 

意見・質問 回 答 

設計図書の訂正について、鋼材の数量算出時に

使用する単位体積重量の入力間違えが原因であっ

たとの説明であったが、鋼材の単位体積重量とし

て異常値であることに気づけなかったことは残念

である。今後、注意してほしい。 

 

 設計図書の誤りの原因は、確認に漏れがあった

ということか。 

 

 設計図書の誤りに対し、どのような改善の取り

組みを行っているのか。 

 誤りを生じさせないよう、注意していきたい。 

 

 

 

 

 

 そのとおりである。 

 

 

 成果品の納品時に使用するチェックシートを

作成し、同様の誤りが起きないようにしている。 
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件名に「（２０２０年度）」や「（２０２１年度）」

とあるが、なぜ必要なのか。 

 

 

労働安全衛生マネジメントシステムの認証未取

得の会社が入札に参加しているが、問題ないのか。 

 

 

 同じ件名の工事が出てくる場合があるため、資

料の保存上、重複を避ける目的で、件名に契約年

度を付している。 

 

競争参加資格要件ではなく、当該認証の取得は

加点の対象としている。未取得でも工事の履行は

可能である。 

 

（２）工事（一般競争入札 総合評価落札方式（簡易型）） 

工事名：中央自動車道 上長房橋他２橋（下部工）工事 

意見・質問 回 答 

 確認協議対象項目についての説明で、「ＮＥＸＣ

Ｏでは見込んでいない積替費、２次運搬費」とあ

る。八王子支社管内は今回のような地理的条件が

珍しくないように感じるが、今回開差があったの

は例外的なものだったのか。また、今後積算に積替

費等を盛り込むことはあるか。 

 

基礎杭については、泥落とし装置のメンテンナ

ンス費とあるが、今後積算に組み込まれるのか。 

 

ＮＥＸＣＯの基準で積算する際に、現場の施工

条件が厳しいかどうかは考慮しないのか。 

 

 

 

 

工事の計画策定の段階で現場の施工条件を反映

できるような手続を取ることが望ましい。 

 後々の実態をどのように調べれば良いのか、調

査の仕方を含めて今後検討してほしい。 

 中央自動車道は狭小なところが多いが、今回の

区域はさらに山に囲まれており、想定ができなか

った。 

 今後は、想定できる２次運搬は、積算に組み込

む必要があると考えている。 

 

 

泥落とし装置は、現場条件から必要ないと認識

していた。今後必要となれば追加する。 

 

厳しい施工条件であることは設計の段階で分

かっており、施工計画を立てて積算している。し

かし今回は、それでも受注者との積算に開差があ

った。今後実態を確認しながら工事を進めてい

く。 

 

現地状況に合わせた施工計画、また、その施工

計画に基づいた予定価格の算出に取り組んでい

る。本件は、搬入路が特殊な施工条件であり、こ

れを踏まえて予定価格の算出を行った。それでも

開差があったので、工事を進めながら受注者から

提出された施工計画や実態の施工方法をチェッ

クしていく。 
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（３）工事（特命契約） 

工事名：八王子支社 施設制御システム設備改造工事（２０２１年度） 

意見・質問 回 答 

 改造の周期を教えてほしい。 

 

 

 

 

 

 

 

 このような制御システムは、かなり高度な技術

が要求されるものなのか。 

 

 

 

 このシステムは、支社間で共通化されているの

か。 

 

 スタンダードなオペレーションシステムを共通

化したほうが合理的である。今後そのような動き

は考えているか。 

 高速道路の機器の追加や更新に伴い、道路管制

センターの本システムに取り込む現地機器は絶

えず増えていく。それらに対応するためにある程

度まとめた形で発注をする。何時が良いというこ

とは無いが、年に１回では対応ができないので、

なるべく均して平準化して工事を実施している

のが実態である。 

 

 ソフト自体の制御機能と機器の監視機能があ

る。各信号を周期的にチェックし、それが各方面

と連携している。非常に複雑であり、汎用のソフ

トではなく高度な技術が使われている。 

 

 相互にバックアップできるような仕組みにな

っているが、共通ではない。 

 

インプットとアウトプット、ヒューマンインタ

ーフェースをしっかりと決めることで、本設備や

接続される設備がどのメーカーでも同じ操作が

できるようにしている。ただしシステムの中身に

関しては細かな改造や追加を除き、メーカーに任

せることで競争性を確保している。 

 

（４） 調査等（公募型競争入札） 

調査等名：松本保全・サービスセンター 管理施設増築基本実施設計 

意見・質問 回 答 

報告内容について意見等なし  

（５）物品・役務（一般競争入札） 

件名：令和４・５年度 諏訪湖ＳＡ他交通整理業務単価契約 

意見・質問 回 答 

 諏訪湖の花火大会が中止となった場合に人数を

減らすことは契約の中で謳っているということで

よいか。 

 

 そのとおりである。 
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【補足説明及びその他改善検討指示事項等】 

意見・質問 回 答 

今回の審議案件について、特に指摘する事項は

ない。コメントとして一点伝える。 

現場の施工条件が厳しい場合の積算について、

できるだけ施工現場の状況を反映させられると良

い。これまでのデータを収集・分析し、施工条件ご

とに歩掛の増加率を示すことができれば、開差が

なくなっていくと考えられる。蓄積したデータの

収集・分析を積算に反映させるようなシステムの

構築に尽力してほしい。 

 

 

 


